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東峰学園９年生が議会を体験《東峰見聞録》P2

表紙/ 「東峰学園９年生が議会を体験」より（2・3ページ）

福岡県東峰村議会だより

P8ここが聞きたい！ 《一般質問》

P4予算ピックアップ《トピックス》



　

平
成
２９
年
１１
月
９
日
東
峰
学
園
９
年
生
が
議

場
で
議
会
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。１５
名
の
生
徒

が
村
政
に
つ
い
て
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
議
場

に
て
鋭
い
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
問
と
回
答（
抜
粋
）は
次
の
通
り
で
す
。

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
で
は
、
生
徒
の

皆
さ
ん
が
村
政
に
対
し
、
様
々
な
疑
問

や
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。議
会
で
は
、
今
後
対
処
が
必
要

な
案
件
に
対
し
、
議
論
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
中
学
生
の

皆
さ
ん
が
今
後
さ
ら
に
勉
強
を
重
ね
、

村
政
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

東
峰

見
聞
録

東
峰
学
園
９
年
生
が

          

議
会
を
体
験

あ

と

が

き

豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た
東
峰
村
を
今
後

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

復
興
計
画
策
定
委
員
会
で
村
の
総
合
計
画
等

に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
等
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

QA

地
方
交
付
税
で
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
勉
強
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め

に
も
、
地
方
交
付
税
に
か
か
わ
ら
ず
議
会
や

教
育
機
関
等
と
も
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

QA

QA
日
田
彦
山
線
の
復
旧
さ
せ
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。

高
膨
大
な
費
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
日
田

市
・
添
田
町
な
ど
近
隣
市
町
村
と
協
力
し
て

復
旧
に
つ
い
て
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

QA
こ
の
度
の
水
害
の
支
援
金
は
ど
の
よ
う
に
使

お
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

災
害
義
援
金
に
つ
い
て
は
被
災
さ
れ
た
村
民

の
皆
さ
ん
に
配
分
し
ま
す
。
寄
付
金
・
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
と
も
に
使

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

QA
東
峰
村
に
コ
ン
ビ
ニ
を
作
る
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

今
の
と
こ
ろ
、
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規

の
コ
ン
ビ
ニ
開
業
に
つ
い
て
は
、地
域
商
店
へ

の
配
慮
と
と
も
に
、
継
続
し
て
経
営
し
て
い

け
る
か
が
課
題
で
す
。

QA
人
口
を
増
や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
空
き
家
の
利
用
対

策
や
村
営
住
宅
を
建
て
る
と
と
も
に
、
子
育

て
が
し
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
か
。

高
齢
者
の
方
に
元
気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
健
康
指
導
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
は
次
世
代

の
人
た
ち
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

QA QA
東
峰
村
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
に

ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
。

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
参
加
し
、た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
、

東
峰
村
に
残
っ
て
、
若
い
力
を
村
政
に
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
た
ち
の
村
は

   

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

豪
雨
災
害
の

     

復
旧
は
ど
う
な
る
の
？



第８回定例会(12月)議決結果一覧表

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成29年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算
（第４号）について

可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分

条

例

そ
の
他

29
補
正
予
算

決
算
認
定

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○
平成29年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第７号）について

(詳しくは4ページ)
可
決

○　○　◯　◯　○　○　○　◯　◯可
決
平成29年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
（第２号）について

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成28年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について認
定

平成28年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

東峰村長の給与の減額に関する条例の制定について ●　○　●　●　●　○　○　○　○可
決

東峰村営住宅設置条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成28年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について

○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

平成28年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○認
定

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育国庫負担制度２分
の１復元」にかかわる意見書の提出を求める請願書

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○道路整備に必要な予算確保に関する意見書について可
決

第７回臨時会(11月)議決結果一覧表

○　○　○　○　○　○　○　○　○専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号））

可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

区　

分

条

例

審
議
結
果

○　○　●　●　●　○　○　○　○平成29年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第６号）について可
決

12月定例会トピックス
　平成29年度12月定例会は12月11日

から18日までの会期で開催しました。

　29年度会計補正予算3件、条例改正4

件、決算認定4件、請願1件、発議1件を

慎重審議し、原案どおり可決しました。

また、一般質問に関しては7人の議員が

一般質問を行いました。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入
計
画

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入
計
画

森
林
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
な
ど

　

現
在
、
設
置
計
画
や
原
材
料
の
確
保
並
び
に
販
売

等
の
調
査
が
不
十
分
な
た
め
、
両
事
業
に
つ
い
て
は

継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
の
了
承
が
な
け
れ
ば
実
施
に
移
す
こ

と
は
出
来
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

小
石
原
駐
在
所
跡
地
に
道
の
駅
の
第
二
販
売
所
（
プ
レ

ハ
ブ
）
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
周
辺
を
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
キ
ン
グ
舗
装
に
整
備
を
行
う
予
定
。

　

ま
た
、
小
石
原
道
の
駅
に
は
大
型
車
を
停
め
る
場
所
が

少
な
い
た
め
、
役
場
下
の
駐
車
場
を
大
型
車
専
用
の
駐
車

場
と
し
て
整
備
を
行
う
予
定
。　

道
の
駅
第
二
販
売
所
設
置

目 

的

①
い
ず
み
館
等
の
公

共
施
設
で
の
薪
ボ

イ
ラ
ー
導
入
に
よ

る
消
費

②
村
内
の
木
質
ブ
ロ

ッ
ク
製
造
企
業
へ

の
チ
ッ
プ
売
却

活
用
方
法

新
規
の
木
材
集
積

場
整
備（
木
の
駅

事
業
）に
よ
る
安
定

供
給
体
制
の
確
立

集
積
方
法

予
 算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

  災害木（流木等）住　　民

 企　業 いずみ館

 木の駅
プロジェクト

<メリット >
気軽に現金収
入が得られる

<メリット >
経費の軽減

<メリット >
処理費用の軽減

<メリット >
・原料の安定確保
・県産材の確保

軽トラとチェーンソーで晩酌を！

ブロック原料

処理費用の軽減

流木等

代金

薪

流通加工等

原木

木の駅プロジェクトイメージ図

代金

代金

３
２
４
万
円

３
，１
５
０
万
円インターロッキング舗装

小石原駐在所跡地



地
域
お
こ
し
協
力
隊

議　

員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
今

回
も
2
名
辞
め
ら
れ
る
。
早
期
に
辞

め
る
方
が
多
い
理
由
は
何
か
。

担
当
課　

今
度
辞
め
ら
れ
る
方
は
災

害
等
色
々
な
理
由
が
あ
り
辞
め
ら
れ

た
。
以
前
に
辞
め
ら
れ
た
方
は
早
く

独
立
し
た
い
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

隊
員
に
よ
っ
て
異
な
る
。

村
づ
く
り
事
業

議　

員　

地
域
協
働
の
村
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
、
同
年
度
に
同
一
地
域

で
は
１
度
し
か
申
請
で
き
な
い
の
か

担
当
課　

協
働
の
村
づ
く
り
事
業
と

し
て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
啓
発

に
係
る
事
業
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
事
業
の
２
つ
を
採
択
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
詳
し
く
は
総

務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
補
助
事
業

議　

員　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
補
助

事
業
は
災
害
復
旧
の
た
め
の
重
機
の

安
全
講
習
等
で
使
え
る
の
か
。
ま
た
、

実
績
は
。

担
当
課　
２８
年
度
は
草
刈
機
取
り
扱

い
作
業
者
安
全
衛
生
講
習
の
受
講

者
１０
名
に
補
助
を
行
っ
た
。
ま
た
、

２9
年
度
に
は
小
型
建
設
機
械
講
習

の
受
講
者
１
名
に
補
助
を
行
っ
て

い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
事
業

議　

員　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
詳

細
は
。

担
当
課　
賃
貸
１
件
に
６
名
、
購
入

１
件
に
５
名
、
合
わ
せ
て
１１
名
の
方

が
移
住
し
て
来
ら
れ
た
。　

 

村
営
住
宅
の
修
繕
計
画

議　
員　
村
営
住
宅
の
修
繕
計
画
は
。

担
当
課　

経
年
劣
化
で
水
回
り
等
が

非
常
に
傷
ん
で
き
て
い
る
。
ト
イ
レ

や
壁
、
ボ
イ
ラ
ー
等
の
改
修
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
入
退
去
に
合
わ
せ

て
改
修
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

住
　
宅

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

議　

員　

２８
年
度
は
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
は
開
催
さ
れ
た
か
。

担
当
課　

子
ど
も
の
支
援
に
か
か
る

案
件
が
な
く
、
２８
年
度
は
開
催
さ
れ

て
い
な
い
。

議　

員　
高
齢
者
ゴ
ミ
出
し
支
援
事

業
の
１
年
間
の
実
績
は
。

担
当
課　

地
域
の
方
か
ら
、
１
人
暮

ら
し
で
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
な
い
方
が

い
る
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
数
件
あ

っ
た
が
、
実
績
は
０
件
だ
っ
た
。

高
齢
者
ゴ
ミ
出
し
支
援
事
業

く
ら
し

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

議　

員　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
で
歩
き
す
ぎ
て
体
調
を
崩
さ

れ
た
方
が
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ

け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

担
当
課　

競
い
合
っ
て
少
し
で
も
歩

い
て
健
康
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
。
大
体

１
日
８
０
０
０
歩
が
健
康
的
な
歩
数

と
い
う
こ
と
で
説
明
し
て
い
る
。

健
　
康

議　

員　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
目
的
は
何
か
。

担
当
課　

地
域
づ
く
り
団
体
等
が
実

施
す
る
新
規
の
観
光
促
進
に
つ
な
が

る
事
業
の
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
。

２８
年
度
、
２９
年
度
続
け
て
同
様
の
団

体
か
ら
申
請
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た

な
取
り
組
み
等
を
入
れ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

議　

員　

担
当
課
と
し
て
は
助
成
の

あ
り
方
や
継
続
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
団
体
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の

か
。

担
当
課　

１
つ
は
販
売
を
目
的
と
し

た
事
業
、
ま
た
は
純
粋
に
観
光
客
の

取
り
込
み
を
目
的
と
し
た
事
業
が
あ

る
。
少
し
整
理
し
な
が
ら
村
の
助
成

率
等
を
考
え
て
い
く
な
ど
の
必
要
が

あ
る
。　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

村
づ
く
り

み
な
さ
ん
の
税
金
は
ど
う
使
わ
れ
た
？

　
村
税
等
の
自
主
財
源
確
保
に
努

め
、「
総
合
計
画
」や「
過
疎
計
画
」

の
長
期
展
望
の
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、成
果
・
効
果
を
検

証
し
、次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
け

る
行
財
政
運
営
の
効
率
化
に
取
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。産
業
の
振
興

や
人
口
減
少
対
策
、子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
と
、更
な
る

村
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う

一
層
の
ご
尽
力
を
望
む
も
の
で
す
。

決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
12
月
12
〜

14
日
）に
て
、平
成
28
年
度
決
算（
一
般

会
計
、
特
別
会
計
）の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
例
年
、決
算
審
査
は
９
月

定
例
会
中
に
行
い
ま
す
が
、
昨
年
７

月
の
豪
雨
災
害
の
影
響
で
12
月
定
例

会
に
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
12
月
５
日
に
行
わ
れ

た
各
課
か
ら
の
決
算
及
び
施
策
の
成

果
に
つ
い
て
の
説
明
を
も
と
に
、
質

疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
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ここが聞きたい！

議
員　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
７
月
の
北
部

豪
雨
で
復
旧
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、

「
会
社
単
独
で
は
難
し
い
、
輸
送
手

段
の
切
り
替
え
等
を
議
論
す
る
」
と

の
事
だ
が
、
１０
月
６
日
の
報
道
ま
で

に
村
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
の
か
。

村
長　

説
明
等
は
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら

は
な
い
。

議
員　
報
道
に
よ
る
と
、
復
旧
費
が

７０
億
円
に
上
り
、
年
内
に
も
地
元
自

治
体
と
路
線
維
持
の
あ
り
方
や
、
費

用
負
担
の
協
議
を
始
め
る
と
の
事
だ

が
、
協
議
は
あ
っ
た
の
か
。

村
長　
協
議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

１０
月
２５
日
に
Ｊ
Ｒ
九
州
が
来
庁
し
、

被
害
額
と
被
害
個
所
の
説
明
を
受
け

た
。

議
員　
日
田
彦
山
線
は
、
生
活
・
通

学
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
思
う

が
、
代
替
案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
は

あ
っ
た
の
か
。

村
長　

本
村
に
と
っ
て
重
要
な
路
線

で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
求
め

て
い
く
。

議
員　

日
田
彦
山
線
の
復
旧
は
、
眼

鏡
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
等
、
宝
珠
山
地
区
の
観
光

に
多
大
な
影
響
が
あ
る
。
今
後
の
対

応
は
。

村
長　

早
期
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
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１
．
梶
原　

文
明　

議
員

　
　
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
の
見
通
し
は

 

２
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
商
工
業
者
へ
の
義
援
金
の
配
慮
が
で
き
な
い
か

 

３
．
伊

藤　
 

均  
 

議
員

　
　
村
民
税
条
例
の
減
免
事
項
改
正
は
適
当
か

 

４
．
黒
川　

隆
康　

議
員

　
　
改
良
復
旧
は
本
当
に
出
来
る
の
か

 

５
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
災
害
復
旧
に
よ
っ
て
財
政
は
ど
う
な
る
か

 

６
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
農
地
河
川
の
復
旧
工
事
の
進
捗
は

 

７
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
病
気
の
子
ど
も
の
保
育
や
預
か
り
へ
の
対
応
は

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
の
見
通
し
は

村
長  

Ｊ
Ｒ
か
ら
復
旧
に
つ
い
て
の
説
明
は
ま
だ
な
い

議
員　
東
峰
村
税
条
例
の
下
に
は
規

則
と
か
規
定
が
あ
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長　

税
条
例
に
つ
い
て

は
、規
則
等
は
特
段
な
い
の
で
、要
綱

等
で
対
応
し
て
い
る
。し
か
し
、
固
定

資
産
税
に
限
り
、一
部
規
則
が
あ
る
。

議
員　
29
年
９
月
定
例
会
で
東
峰
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
お
い
て
、
村
民
税
の
減
免
事
項

の
第
５
号
に
「
特
別
の
事
情
が
あ
る

者
」を
追
加
し
た
。こ
れ
は
７
月
の
災

害
に
対
す
る
村
民
税
の
減
免
を
指
す

の
か
。

住
民
税
務
課
長　

今
回
の
災
害
に
対

す
る
減
免
措
置
の
み
で
す
。

議
員　

村
民
税
の
減
免
事
項
で
の
表

現
と
し
て
は
抽
象
的
で
は
な
い
か
。

村
長　
条
文
に
つ
い
て
は
、い
ろ
い
ろ

議
論
し
た
が
、日
田
市
以
外
の
近
隣
市

町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
。

議
員　

村
民
税
条
例
の
災
害
に
対
す

る
減
免
事
項
で
あ
れ
ば
、「
特
別
の
事

情
が
あ
る
者
」で
は
な
く
、「
天
災
地

変
等
を
受
け
た
も
の
」と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

村
長　
税
に
つ
い
て
は
、透
明
性
並
び

に
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
の
で
、条
文

を
改
正
す
る
方
向
で
次
回
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

議
員　
農
業
者
へ
の
補
助
は
手
厚
い
が
、

商
工
業
者
に
対
し
補
助
が
な
い
。義
援

金
の
配
慮
を
で
き
な
い
か
。

村
長　

朝
倉
市
の
動
向
等
も
あ
る
の

で
調
査
し
、後
日
お
知
ら
せ
す
る
。

議
員　

激
甚
災
害
指
定
の
場
合
の
補

助
率
は
何
％
か
。

村
長　

激
甚
指
定
を
受
け
る
と
公
共

災
は
９９
・
２
％
、林
道
災
と
農
地
災
は

９９
・
３
％
、
農
業
用
施
設
災
は
９7
・
６

％
と
な
る
が
、あ
く
ま
で
見
込
み
額
で

あ
る
。

議
員　

国
の
査
定
決
定
前
の
事
業
前

払
い
制
度
は
使
え
な
い
の
か
。

村
長　
応
急
工
事
と
し
て
は
あ
る
。要

件
が
厳
し
い
の
で
応
急
仮
設
工
事
で
対

応
し
て
い
る
。

議
員　

農
地
や
河
川
の
改
良
復
旧
は

可
能
か
。

村
長　
可
能
で
あ
る
。河
川
改
修
等
に

つ
い
て
は
県
土
事
務
所
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

議
員　

竹
地
区
の
旧
簡
易
給
水
施
設

の
土
砂
撤
去
・
復
旧
は
い
つ
頃
の
予
定

か
。

建
設
水
道
課
長　

ダ
ム
の
土
砂
と
流

木
の
撤
去
を
一
部
、今
年
度
中
に
行
う

の
で
、県
土
事
務
所
と
話
し
な
が
ら
一

緒
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

商
工
業
者
へ
の
義
援
金
の
配
慮
が
で
き
な
い
か

村
長  

調
査
し
、
後
日
お
知
ら
せ
す
る

村
民
税
条
例
の
減
免
事
項
改
正
は
適
当
か

村
長  

条
文
改
正
を
す
る
方
向
で
次
回
提
案
す
る

例規集

被災地（屋椎）

めがね橋（奈良尾）



議
員　

災
害
に
よ
り
村
の
負
担
が
大

き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
が
、
財
政

は
ど
う
な
る
か
。

村
長 

村
債
に
頼
ら
な
い
形
で
事
業

実
施
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
村
の

負
担
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

村
が
負
担
す
る
災
害
復
興
事

業
費
に
つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債

等
の
地
方
債
の
起
債
が
あ
る
が
、
ど

の
財
源
を
選
択
し
て
使
う
の
か
。

村
長 

過
疎
債
が
有
利
な
の
で
出
来

る
限
り
過
疎
債
を
使
い
た
い
。
ま
た
、

村
債
に
頼
ら
な
い
で
基
金
の
組
替
え

等
を
、
議
会
の
承
認
を
得
て
財
源
を

確
保
し
、
災
害
復
興
に
あ
た
り
た
い
。

議
員　

過
疎
債
は
ど
ん
な
使
い
方
が

村
に
一
番
い
い
の
か
。

村
長 

今
回
の
災
害
で
村
管
理
の
河

川
や
谷
川
が
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
過
疎
債
で
改
修
・

改
良
出
来
る
よ
う
県
と
協
議
し
、
過

疎
計
画
に
載
せ
て
取
り
組
み
た
い
。

過
疎
対
策
事
業
債
と
は

過
疎
地
域
の
市
町
村
が
、
過
疎
計

画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
の
財
源

と
し
て
特
別
に
発
行
が
認
め
ら
れ

る
地
方
債
。
元
利
償
還
金
の
内
、７

割
が
国
か
ら
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

災
害
復
旧
に
よ
っ
て
財
政
は
ど
う
な
る
か

村
長  

村
の
負
担
が
増
え
て
も
や
っ
て
い
く

病
気
の
子
ど
も
の
保
育
や
預
か
り
へ
の
対
応
は

村
長  

他
市
町
村
と
連
携
等
が
で
き
れ
ば
検
討
し
た
い

議
員　

災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
水
田

が
被
害
を
受
け
て
い
る
。
農
地
の
査

定
は
30
年
１
月
中
旬
頃
に
終
わ
る
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
工
事

を
進
め
る
の
か
。

農
林
観
光
課
長　

２９
年
度
に
作
付
で

き
て
い
る
所
を
優
先
し
て
、
２９
年
度

に
１
割
か
ら
２
割
程
度
、
30
年
度
に

は
５
割
程
度
を
発
注
し
た
い
。
中
山

間
地
域
直
接
支
払
制
度
の
代
表
者
等

と
要
望
等
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

復
興
住
宅
に
つ
い
て

議
員　

仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
は
２

年
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
な
生
活
設

計
の
た
め
の
復
興
住
宅
が
必
要
だ
が
、

行
政
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

村
長 

仮
設
住
宅
入
居
者
の
状
況
を

早
急
に
把
握
し
て
方
針
を
決
め
て
い

き
た
い
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

議
員　
こ
こ
数
年
の
東
峰
学
園
に
お

け
る
不
登
校
の
生
徒
・
児
童
に
対
し
て
、

教
育
委
員
会
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
は
、子
ど
も
が

学
園
に
来
れ
る
よ
う
に
色
ん
な
協
議
を

し
、地
域
の
方
々
や
村
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

本
村
で
は
病
気
の
子
ど
も
た

ち
の
保
育
や
預
か
り
「
病
（
後
）
児
保

育
」を
検
討
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

専
用
ス
ペ
ー
ス
や

看
護
師
等
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
朝
倉
市
、日
田
市
、嘉
麻
市
、

う
き
は
市
で
は
病
児
保
育
施
設
を
整

備
し
て
い
る
。他
市
町
村
と
の
連
携
は

検
討
で
き
な
い
か
。

村
長　

他
市
町
村
と
連
携
等
が
で
き

れ
ば
検
討
し
た
い
。

用
水
路
の
復
旧
に
つ
い
て

議
員　
仮
設
の
頭
首
工
を
作
っ
た
部

分
へ
の
村
か
ら
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

農
林
観
光
課
長 

今
年
度
、応
急
工
事

に
つ
い
て
は
水
利
組
合
等
で
施
工
す

れ
ば
そ
の
費
用
は
全
額
村
で
負
担
し

た
。来
年
度
も
応
急
工
事
へ
の
補
助
や

自
力
復
旧
に
関
す
る
補
助
、ポ
ン
プ
購

入
補
助
を
継
続
し
た
い
。

議
員　

来
年
度
ポ
ン
プ
を
据
え
る
水

利
組
合
に
対
し
て
、燃
料
代
や
電
気
代

を
村
か
ら
補
助
で
き
な
い
の
か
。

農
林
観
光
課
長　

費
用
負
担
は
水
利

組
合
で
お
願
い
し
た
い
。

村
長　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度

の
代
表
者
等
と
協
議
を
重
ね
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

過疎地域自立促進計画 表紙

村
長　
村
管
理
に
つ
い
て
は
十
分
把

握
出
来
て
い
な
い
。
県
管
理
の
河
川

に
つ
い
て
は
、

①
宝
珠
山
川
の
石
積

②
宝
珠
山
川
と
大
肥
川
の
合
流
地

　

点
の
改
良

③
下
郷
橋
の
架
け
替
え

④
宝
珠
山
川
の
鉄
橋
の
架
け
替
え

⑤
そ
の
他
２
個
所
の
橋
の
撤
去

⑥
宝
珠
山
駅
前
の
河
川

を
協
議
中
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
県

と
協
議
を
行
い
、
災
害
防
止
に
努
め

た
い
。

議
員　
現
在
の
復
旧
状
況
は
。

村
長　
一
応
、応
急
復
旧
は
完
了
。今

後
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
県
に
は
説
明
会
を
要

望
し
て
い
る
。ま
た
、
村
の
工
事
に
お

い
て
も
説
明
等
を
行
い
、情
報
の
共
有

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
改
良
復
旧
な
く
し
て
、安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り
は
出
来
な
い
と
思

う
が
、
本
当
に
改
良
復
旧
は
出
来
る

の
か
。

村
長　

結
論
か
ら
言
う
と
出
来
る
。

た
だ
そ
こ
に
は
予
算
が
伴
う
が
、
国

交
省
や
農
水
省
そ
し
て
県
と
今
後
詰

め
て
い
き
た
い
。ま
た
、
地
権
者
と
の

協
議
も
必
要
で
あ
る
。

議
員　

改
良
復
旧
工
事
が
出
来
る
と

の
事
だ
が
、確
定
し
て
い
る
所
は
ど
こ

か
。　
　

改
良
復
旧
は
本
当
に
出
来
る
の
か

村
長  

結
論
か
ら
言
う
と
出
来
る

被災地（大行司駅）

農
地
河
川
の
復
旧
工
事
の
進
捗
は

村
長  

２９
年
度
中
に
は
１
割
か
ら
２
割
発
注
し
た
い

過疎地域自立促進計画
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
起
き
ま
し
た
未
曾
有
の
災

害
か
ら
６
ヶ
月
が
過
ぎ
、
本
年
は

村
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
様
々
な

事
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
議

会
と
し
て
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
復
旧

復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
広
報
委
員
会
と
し
て
は
、

親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く
り
に

一
層
チ
カ
ラ
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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○
道
路
河
川
等
の
公
共
土
木
施
設
、

農
地
、
農
業
用
施
設
及
び
林
道
の

復
旧
に
必
要
な
事
業
予
算
の
確
保

と
迅
速
な
復
旧
の
実
現

○
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
早
期
復
旧
の

為
の
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
す
る
支
援
及
び

自
治
体
負
担
に
対
す
る
財
政
措
置

○
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
早
期
復
旧

及
び
観
光
業
に
対
す
る
支
援

　

11
月
21
日
に
平
成
29
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
に
伴
う
災
害
対
策
に

つ
い
て
、
経
済
産
業
省
・
環
境
省

・
財
務
省
・
内
閣
府
へ
朝
倉
市
議

会
・
筑
前
町
議
会
と
合
同
で
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
を
含
め
、
７
項
目
を
東
峰

村
の
要
望
と
し
て
各
省
庁
に
提
出

し
ま
し
た
。

国
へ
の

要
望
活
動

議事録はホームページでチェック！
定例会・臨時会の議事録はホームページで確認いただけます。
・パソコンの場合は
　　東峰村ホームページ【http://vill.toho-info.com/】へアクセスし、
　「村　議会」ページを開き、右メニューの「議事録・採決一覧」から
　 ご覧ください。
・スマートフォンの場合は
　右のQRコードを読み取ってアクセスしてください。

中小企業庁長官へ提出

内閣府防災担当大臣室にて内閣府防災担当大臣室にて


